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研究論文の紹介

キャビテーション騒音の研究

ヒいム月井荒

キャビテーションが発生しているときに，同時斗こ騒音も発生していることは周知の事実ですが， こ

の騒音を計測してキャビテーションの発生機構の解明や， キャビテーションの発生状況の推定など

に，役立たせようとする研究の廃史は，まだあまり長くはありません。

筆者は，舶用プロペラに発生するキャビテーションの騒音を計測することによって，キャビテーシ

ョンの発生状況を推定する手段が得られるかどうかを試みました。その目的は，かなり大がかりな作

業である実船のキャビテーション観測に代わって，より容易な騒音計測によって，プロベラの浸食に

閃係の深いクラウドキャビテーションを検知することでした。今回，定性的ではありますが，一応の

成果が得られましたので報告させて蚊きます。
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